
　
〔
助
動
詞
の
区
別
〕
各
文
の　
　

線
部
か
ら
、
助
動
詞
を

選
び
な
さ
い
。 

３
点
×
５

①　

今
年
は
海
へ
行
こ
う
と
思
う
。 

　
　
　

②　

台
風
が
こ
こ
を
通
る
ら
し
い
。  

　
　
　

③　

夢
の
よ
う
な
一
日
に
な
る
。 
　
　
　

④　

私
が
そ
う
言
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。 

　
　
　

⑤　

言
い
た
い
こ
と
は
何
も
な
い
。 

　
　
　

　

〔「
れ
る
」「
ら
れ
る
」
の
意
味
〕
次
の　
　

線
部
の
意
味

を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①　

海
が
見
ら
れ
る
場
所
へ
行
く
。 

　
　
　

②　

近
所
の
人
に
ほ
め
ら
れ
る
。 

　
　
　

③　

校
長
先
生
が
話
さ
れ
る
。 

　
　
　

④　

昔
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

　
　
　

ア
受
け
身　

イ
尊
敬　

ウ
自
発　

エ
可
能

　

〔「
せ
る
」「
さ
せ
る
」
の
区
別
〕
助
動
詞
「
せ
る
」「
さ
せ

る
」
に　
　

線
を
引
き
な
さ
い
。 

３
点
×
４

①　

明
日
、
弟
を
こ
こ
に
来
さ
せ
る
。　

②　

弟
に
わ
け
を
話
さ
せ
る
つ
も
り
だ
。

③　

宿
題
を
生
徒
に
出
さ
せ
る
学
校
が
あ
る
。　

④　

妹
に
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

〔「
な
い
」
の
区
別
〕
次
の　
　

線
部
は
あ
と
の
ど
れ
に

あ
た
る
か
、
選
び
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①　

新
し
く
な
い
部
品
は
取
り
替か

え
る
。 

　
　
　

②　

と
て
も
せ
つ
な
い
話
だ
と
思
う
。 

　
　
　

③　

朝
食
に
紅
茶
が
な
い
と
困
る
。 

　
　
　

④　

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
真
実
が
あ
る
。 

　
　
　

ア
助
動
詞　
　
　
　

イ
形
容
詞　

ウ
補
助
形
容
詞　
　

エ
形
容
詞
の
一
部

1

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ
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〔「
た
」
の
区
別
〕
次
の　
　

線
部
の
意
味
を
あ
と
か
ら

選
び
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①　

壁か
べ

に
掛か

け
た
時
計
を
見
る
。 

　
　
　

②　

明
日
は
休
み
だ
っ
た
ね
。 

　
　
　

③　

今
日
、
梅つ

雨ゆ

が
明
け
た
そ
う
だ
。 

　
　
　

④　

昨
日
君
が
言
っ
た
と
お
り
だ
。 

　
　
　

ア
過
去　
　

イ
完
了　
　

ウ
存
続　
　

エ
確
認

　

〔「
だ
」
の
区
別
〕
次
の　
　

線
部
は
あ
と
の
ど
れ
に
あ

た
る
か
、
選
び
な
さ
い
。 

４
点
×
３

①　

私
の
兄
は
大
学
生
だ
。 

　
　
　

②　

以
前
読
ん
だ
本
の
感
想
を
話
す
。 

　
　
　

③　

言
葉
づ
か
い
が
丁て

い

寧ね
い

だ
。 

　
　
　

ア
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾

イ
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」　

ウ
過
去
の
助
動
詞
「
た
」

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴　
　

の
一
文
に
含ふ

く

ま
れ
る
助
動
詞
を
二
つ
抜
き
出
し
、

終
止
形
に
直
し
な
さ
い
。 

完
答　

５
点

 
 

 

⑵　
　

の
一
文
に
含
ま
れ
る
助
動
詞
を
、
そ
の
ま
ま
の

形
で
す
べ
て
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

完
答　

８
点

567　

君
が
私
に
何
か
言
い
た
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、

君
の
様
子
で
わ
か
っ
て
い
た
。　

し
か
し
、
私
に

は
、
君
を
そ
こ
に
行
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
が
あ

る
の
だ
。

Ａ

Ｂ

ＡＢ

名　前

／100点

文
法
テ
ス
ト

年　
　
　

組　
　
　

番

秀
学
社
版

12 
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⑴



　

①

イ　
　

②

ウ　
　

③

ア　
　

④

イ

⑤

ア

1
　

①

エ　
　

②

ア　
　

③

イ　
　

④

ウ

2
　

⑴ 

た
が
る　

た

⑵

せ　

ら
れ　

な
か
っ　

た　

だ

7
　

①
明
日
、
弟
を
こ
こ
に
来
さ
せ
る
。　

②
弟
に
わ
け
を
話
さ
せ
る
つ
も
り
だ
。　

③
宿
題
を
生
徒
に
出
さ
せ
る
学
校
が
あ
る
。

④
妹
に
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

3

　
　

①
「
行
こ
う
」
は
意
志
。
②
「
ら
し
い
」
は
推
定
。

③
「
よ
う
な
（
よ
う
だ
）」
は
た
と
え
。
④
「
言
っ
た
」

は
過
去
。
ウ
「
確
か
だ
」
は
形
容
動
詞
。
⑤
「
た
い
」

は
希
望
。
ウ
「
な
い
」
は
形
容
詞
。

1
　
　

①
「
〜
で
き
る
」
の
意
味
。
②
動
作
を
「
受
け
る
」

意
味
。
③
人
の
動
作
を
「
敬
う
」
意
味
。
④
「
自
然
に

そ
う
な
る
」
と
い
う
意
味
。

2
　
　
「
せ
る
」
は
五
段
動
詞
と
サ
変
動
詞
の
未
然
形
に
付

き
、「
さ
せ
る
」
は
そ
の
他
の
動
詞
の
未
然
形
に
付
く
。

①
「
来
さ
せ
る
」
は
「
来
る
＋
さ
せ
る
」、
②
「
話
さ

せ
る
」
は
「
話
す
＋
せ
る
」、③
「
出
さ
せ
る
」
は
「
出

す
＋
せ
る
」、
④
「
受
け
さ
せ
る
」
は
「
受
け
る
＋
さ

せ
る
」
と
な
る
。

3
　
　

①
「
新
し
く
は
な
い
」
と
「
は
」
を
は
さ
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
補
助
形
容
詞
。
②
形
容
詞
「
せ
つ
な
い
」

の
一
部
。
④
「
見
え
ぬ
」
と
、「
な
い
」
を
「
ぬ
」
に

置
き
換
え
ら
れ
る
の
で
助
動
詞
。

4
　
　

①
「
〜
て
あ
る
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
の
で
存
続
。

②
「
確
か
め
よ
う
と
し
て
い
る
」
意
味
。
③
「
た
っ
た

今
終
わ
っ
た
」
と
い
う
意
味
。
④
過
去
の
動
作
や
状
態

を
表
す
。

5
　
　

①
体
言
や
助
詞
「
の
」
な
ど
に
付
く
、
断
定
の
助
動

詞
「
だ
」。
②
「
読
み
＋
た
」
が
「
読
ん
だ
」
と
に
ご
っ

た
も
の
で
、過
去
の
助
動
詞
「
た
」。
④
形
容
動
詞
「
丁

寧
だ
」。

6
　

⑴　

希
望
の
「
た
が
る
」、
過
去
の
「
た
」。

⑵　
「
行
か
せ
（
使
役
）
ら
れ
（
可
能
）
な
か
っ
（
打

ち
消
し
）
た
（
過
去
）
理
由
が
あ
る
の
だ
（
断
定
）。」

7

　

①

ウ　
　

②

エ　
　

③

イ　
　

④

ア

4
　

①

ウ　
　

②

エ　
　

③

イ　
　

④

ア

5
　

①

イ　
　

②

ウ　
　

③

ア

6 解 

答

解 

説
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⑴
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